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「いきものみっけ」 について

いきものみっけの概要

Q. 「いきものみっけ」とは？

A.身近な生きものの確認情報を集める、市民参加の生物調査

Q. 「いきものみっけ」の目標は？

A. 身近ないきものに目を向け、いきものを通して季節の変化を感じる。

A. 生物多様性の大切さや地球温暖化問題について考える。

A. 生物多様性の保全のために私たちが実際にできることを見つける。

自然や生物に関心がある人も、なかった人も気軽に参加してみよう！

～目的と目標について～

カテゴリーＡ（クマゼミなど4種）
温暖化の影響を受けて、生息域や出現
時期が変化していると考えられる種

カテゴリーＢ（ツバメなど4種）
生物多様性への理解を促すことのでき
る種（その１）＝指標生物

カテゴリーＣ（アメリカザリガニ）
生物多様性への理解を促すことのでき
る種（その２）＝外来生物

カテゴリーＤ（ヒガンバナなど21種）
季節のうつりかわりを感じることがで
きる種

いきものみっけの概要
～調査と対象種について～

調査対象 対象種 30種
※対象種以外の生物種も受け入れる（インターネットによる自由投稿）

調査期間 平成21年6月～
※大まかな季節により各種の締め切りを定め、その時点で寄せられた情報を

用いて集計、解析を行いました。

対象種一覧 対象種のカテゴリー

いきものみっけの概要

参加の流れ

STEP 1. 見つける

通勤・通学の途中、お家の庭や公園、また学

校や地域の自然観察会などで、身近ないきも

のを見つける。

STEP 2. 送る

見つけた情報を、ＨＰ、携帯電話、郵送、

FAXでいきものみっけ事務局に報告する。

（日付・場所など。ＨＰでは写真やコメント

も送れる。）

STEP ３. データを見る

ＨＰ上で、集まった報告から、リアルタイム

でいきもの地図を作成。調査終了後に、分布

図とともに、結果をとりまとめ

みっけ手帖

ホームページ

～参加とインターフェイスについて～

ＨＰ使い勝手の向上

 みっけ報告のリアルタイムでの表示

（グーグルマップへの即時プロット・写真の添付等）

 マイページの開設機能

（自分の入力した情報の閲覧や検索）

 団体参加機能

（報告数合算機能によって個人としても団体としても報告が可能）

 個々の報告へのコメント付与機能

ＨＰに変化を持たせる

 希望者へのメールマガジンの送信

 シリーズコラムやイベント報告等によるＨＰ定期更新

 写真コンクールなど連動企画イベントの開催

～参加者のやる気維持のための工夫～

いきものみっけの参加状況 いきものみっけの参加状況

みっけにん登録者数

平成２０年度 １６４６人

平成２１年度 １１９１人

平成２２年度（※） １２３６人

計 ４０７３人

みっけ報告数

平成２０年度（対象種12種） 12155件

平成２１年度（対象種30種＋その他） 27908件

平成２２年度（対象種29種＋その他）（※） 41861件

計 81924件
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報告方法の割合
（2008～2010年）

※平成22年10月18日まで
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いきもの地図の作成
～全国から集まった報告から～

＊調査報告はリアルタイムの地図プロットだけではなく、調査終了後に、分布図を作り結

果を取りまとめます。いきものといきものを取り巻く環境の変化から見えてくる、生物多

様性の問題について考えていきます。

ＨＰに寄せられた情報
は、リアルタイムに地図
上に表示されます

クマゼミ

いきものみっけ及び過去の分布情報における
クマゼミの分布（東日本）

いきものみっけ2008～2009における
クマゼミの分布

2008～09年 いきものみっけ

林（1991）及び1997年環境庁

いきものみっけの結果報告から ①

飛び地的報告の為さら
なる情報が必要

ツマグロヒョウモン
いきものみっけの結果報告から ②

過去に比べ情報が
少なくさらなる情
報が必要

いきものみっけ2009における
ツマグロヒョウモンの分布

参加者同士のコミュニケーション（コメント機能の活用）

みっけを通じて ～参加者のいきものみっけの活用方法～

見つけたいきものの情報と一緒に、写真
やコメントも投稿することができる。

自然観察へのきっかけ・報告場所として（イベント情報・団体参加機能活用）

団体参加の機能を追加。みっけにんが集まって、
団体として生き物情報を集めることができる。

全国のいきものみっけ関連イベントの情報を、
投稿や閲覧することができる。

みっけを通じて ～参加者のいきものみっけの活用方法～ みっけを通じておきたこと ～参加者のいきものみっけの活用方法～

みっけにんが本当に気になるいきもの（対象種以外の生きもの報告機能の活用）
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結びに

普及啓発として・・・
・インターネットを活用したプロジェクトの展開は、参加者が、主催者や参加
者同士のコミュニケーションを築くことの手助けとなった。
・参加者飽きないように常にＨＰを目新しい状態に保っておくこと、参加者の
意見をくみ取り、ＨＰや報告システムの操作性の向上を常に目指す事が、参加
者の継続的な参加につながると考えられる。

Microsoft Office Outlook.lnk

生物調査として・・・
・報告のリアルタイムの反映が、参加者のモチベーション維持にも重要！？
・写真添付よる報告は、普及啓発型の調査においてもデータの正確性を上げる

のに役立つ。
・いきものみっけの報告は、単なる個人の生物記録ではなく、貴重な情報
（たとえば外来種の分布拡大等）としての可能性がある。

事業自体の継続性が必要。みっけにんが継続参加出来る魅力的な環境に
よって生物多様性への理解につながり、実際の行動につながってゆく。

報告をデータとして生かせるようにするためには、丁寧な報告が必要と
なってくる（手間だが、写真の添付、日付や確認地点を詳しく入れる）


